
ジョン・チャヌ（丁 讃宇 Jung Chanwoo） ヴァイオリン 

1950 年岡山県に生まれる。5 歳よりヴァイオリンを始め、桐朋学園付属高校を経て桐朋学園大学入学。1969 年パリ

国立高等音楽院に入学。同院を首席で卒業。同大学院修了後、韓国国立交響楽団、東京交響楽団、韓国 KBS 交響楽団

などの首席コンサートマスターを歴任。1988 年より 1999 年まで韓国延世大学教授を務め、この間大学での指導の傍

ら、世界各地でオーケストラとの共演や、室内楽、リサイタルなどで絶賛を博す。2000 年 6 月 8 日、分断された朝鮮

半島で初めて実現した南北首脳会談を記念しての南北統一コンサート(ユニティコンサート)を開催。広島と長崎での

原爆犠牲者追悼コンサートなど、常に“いのち”と“愛”と“平和”への願いをこめたコンサートを続ける。 

2001 年、JR 新大久保駅でホームに落ちた人を助けようと二人の方が犠牲になった事故を通じて神の愛に触れ、受洗。

2004 年東久留米バプテスト教会音楽牧師に就任し、各地の演奏会においてキリストを証ししている。 

CD は＜ニーグン～21 世紀への祈り＞＜イムジン河～響け我が想い＞＜ラヴェル・ツィガーヌ＞等多数リリースされ

ている。讃美歌を演奏した＜きみは愛されるため生まれた＞は第 8 回ゴスペル CCM ベストアルバム賞金賞に輝く。 

武田香奈子 (Takeda Kanako ) ピアノ 

7 歳よりピアノを始め、桐朋学園大学音楽科ピアノ科を卒業。ピティナヤングピアノコンペティションおよび茨城県

ピアノコンクール入賞。また蓼科高原音楽祭にて奨励賞を受賞。ジョン・チャヌ氏の専属ピアニストのかたわら、室

内楽やソロ活動に活躍中。 

曲目は変更される場合があります。 

・中央線三鷹駅南口より小田急バス[鷹 52]系統「朝日町」「朝日町三丁目」「車返団地」行きにて「野水１丁目」下車バス停前  

・中央線武蔵境駅より西武多摩川線に乗り換え「多磨」駅（旧「多磨墓地前」駅）下車徒歩約 600m。 

・京王線調布駅北口または飛田給駅北口から京王バス［調 33］多磨駅行き「多磨駅前」下車徒歩約 600m。  

・タクシーを利用の時は、 中央線武蔵境駅南口からか、京王線調布駅北口からが便利です。  

・車でお越しの場合 

調布インターから府中方面に進み、歩道橋のある「味の素スタジアム前」交差点を右へ。突き当たったら右折して少し走ると、

道幅が少し広くなります。その先のバス停のところ、左側です。狭いですが、教会の前に駐車場があります。 

 


